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6月議会からご報告

・一般質問
・補正予算

安全な水確保のために

管工事業者との災害時協定の締結を

…大災害時水の確保は命綱、事前対策を…

建設水道部長 災害時の安心・安全な水の供給に
ついては大変重要と認識している。

現在、配水管及び宅内配水管等で漏水及び事故によ

る損傷等があった場合は、東海村指定管工事業協同組

合が当番制で行っている。最近の大地震等の災害が頻

繁に発生している状況を考え、安心・安全な水供給の

ために、以前から東海村管工事業協同組合と災害時の

応急給水及び復旧工事等について、協議を図ってきた

ところ。今年度、なるべく早く、東海村管工事業協同

組合と災害協定を結び災害時の迅速な連携を図ってま

いりたい。

大地震多発にかんがみ

水道管の耐震化を

…住民の皆さんの声を村政に…

建設水道部長 先月、茨城県北部で
震度5弱の揺れを観測された際には、早

急に配水管のき裂、離脱等による漏水

の有無の確認など配水管の点検を行っ

たが、異常は認められなかった。現在

の管は、ダクタイル鋳鉄管で、強度は

あるが、耐震性が強いものではない。

今後の耐震対策については、老朽配水

管の布設替時に経済性も含め検討し、

耐震性の高い管材料や伸縮可とう継手

等の導入を推進し計画していきたいと

考えている。

近隣市に問い合わせたところ、老朽

配水管の布設替時に耐震対策を実施す

るとの事で、ひたちなか市では、一部

耐震性の高い管材料を使用していると

の事。

原電東海第二
高経年化（老朽化）対策の報告書について

…報告書は住民に説明・公表すべきではないか…

建設経済環境部長 国は、事業者に対し運転年数
が長期にわたる原子力発電所の安全対策として、運

転開始後30年を経過する日までに、総合的な技術評

価（高経年化技術評価）を行うとともに、原子炉施

設保全のための10年間の計画（長期保全計画）を策

定することを義務付けている。

さらに事業者は、実用発電用原子炉施設における

高経年化対策実施ガイドライン（07年6月）において

運転を開始した日から、29年を経過する日までに、

高経年化技術評価及び長期保全計画を国に提出する

ことが求められている。

今回の報告書は、評価としては健全性が保たれる

としたものであり、60年運転しますという申請では

ない。原電ではすでに、ＨＰやメディアを通して報

告を公開している。必要に応じ情報公開で開示でき

ることから、村としては必要があれば村原子力懇談

会にご説明いただき意見を求めることも検討してま

いる所存である。不特定多数の住民に対し説明会を

開催する考えはもっていない。

〔補正予算から〕

特別徴収業務負担金の支出
62,000円の補正増

後期高齢者医療制度の保険料と、前

期高齢者の国保税の年金天引き業務を

国保連合会が行うことに伴い、その業

務負担金を各自治体が収めるもの。住

民負担で行うべきでないと考えます。


